







































































































網 (K-NET, KiK-net) をリアルタイム化すること
による震源情報決定の精度向上、そして一般の
方々の認知度を高めることなどが挙げられます。
何れも難問ばかりでありますが、防災科研は緊
急地震速報の更なる高度化に向けた研究開発を
地道に進めていきたいと考えています。
表１　主な成果の概要
